
健診を受けて 
あなたの健康を見直してみませんか？ 

診療放射線技師 



あなたはこんな生活を送っていませんか？ 

食生活 

✓食事時間は不規則だ 

✓味付けは濃い方が好き 

✓揚げ物や甘いものが好物だ 

✓食べ物の好き嫌いがはげしく、食事が偏っている 

ストレス 

✓睡眠不足が続いている 

✓人間関係に悩んでいる 



あなたはこんな生活を送っていませんか？ 

運動 

✓普段とくに運動はしていない 

✓近距離でも、移動は車で 

✓階段よりエスカレーターを利用する 

たばこ・飲酒 

✓どうしてもたばこはやめられない 

✓お酒は、飲みたいだけ飲む 



チェックが多い人は・・・ 

生活習慣病の恐れが… 

＋骨粗しょう症 

放射線検査でお話する項目は 



喫 煙 



喫煙 

喫煙によりほぼすべての臓器が害を受け、 
健康に影響を及ぼします。 

喫煙・受動喫煙により引き起こされる病気 
 

・がん 
・循環器疾患 
・呼吸器疾患 
・生殖器における疾患 
・低骨密度 
・消化性潰瘍   など 



肺がんは死亡者数が第１位 

早期発見・治療がポイントです 

胸騒ぎを感じたら・・・CT検診 



 肺がん死亡を減少させるためには、まず禁煙！ 

 その次に肺がん検診が重要です。 
 

  

マルチスライスCTは肺がん検出に有効 

 マルチスライスＣＴとは？ 

 健康管理センターでは8列マルチスライスＣＴを導入し、 

1回転で複数の輪切り画像をデータ収集しながら、10秒程度の 

息止めで全肺野(30cm)を撮影することができます。 

マルチスライスＣＴを用いることにより、高精度な臨床画像が 

得られ、治癒可能な早期肺がんの発見に努めています。 



  

マルチスライスCTによる健診 検査概要 

約10秒程度で右上の図のような輪切りの
画像が得られ、検査終了となります。 

http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=2/ig=579x427/id=8d60c669785c5c86/l=rx/da=s/tid=MMSI04_01/bzi=0/fst=0/q=brightspeed/SIG=138924uol/EXP=1268366800/*-http:/www.innervision.co.jp/expo/ct/ge/brightspeedelite/images/brightspeedelite.jpg


低線量肺がんＣＴ 

 低線量ＣＴでは、画像の質は通常のＣＴ検査に比べて 
やや劣りますが、陰影の存在の有無は十分に判断可能で 
あることが証明されています。 
 健康管理センターでは放射線被ばく線量を減らすため、 
通常のＣＴ検査より照射線量を軽減させて撮影を行います。 



まずは禁煙！ 
自覚症状がなくても長期間の喫煙歴がある40歳以上の方は 
是非、肺がん検診CTをお勧めします。  

こうなる前に・・・ 



飲 酒 



お酒の量は、適量で楽しみましょう 

週に2日は休肝日を作りましょう 

 適量でも毎日飲むことは肝臓に負担をかけてしまいます。 
 週に2日はお酒を飲まない日を設けて、肝臓を休ませるように 
しましょう。 

1日における適切なアルコール量（※個人差があります） 
■酒類別のアルコール約20gを含む量 

ビール（アルコール度数5度） 中びん1本(500ml) 

日本酒（アルコール度数15度） 1合(180ml) 

焼酎（アルコール度数25度） 0.6合(約110ml) 

ウイスキー（アルコール度数43度） ダブル1杯(60ml) 

ワイン（アルコール度数14度） 1/4本(約180ml) 

缶チューハイ（アルコール度数5度） 1.5缶(約520ml) 



多量飲酒 

体内に入ったお酒の約90％は肝臓で分解されます。 

消化器の病気では肝臓障害が最も多いと言われています。 

過度の飲酒はメタボリックシンドロームと深く関連しています。 



メタボリックシンドローム 



メタボリックシンドローム 

（内臓肥満症候群） 
不規則な食生活や多量飲酒を繰り返すと・・・ 



メタボリックシンドローム 

（内臓肥満症候群） 

内臓脂肪型肥満の方が危険！！！ 

いろいろな脂肪～内臓脂肪と皮下脂肪～ 



内臓脂肪検査（腹部CT） 

 メタボCT検査では腹部臍の部分を1スキャン撮影し、 
その画像から専用ソフトにて内臓脂肪、皮下脂肪ともに 
面積を計測します。 
 レポートは皮下脂肪・内臓脂肪が色分けされており、 
ご自身で視覚的に状態を把握しやすくなっています。 

■…皮下脂肪 
■…内臓脂肪 



脳卒中（脳梗塞・脳出血） 



脳卒中とは？ 

・脳の血管が破れる脳出血、 

・脳の血管が詰まる脳梗塞、 

・脳の動脈瘤が破れるくも膜下出血、 

の3つを総称したものを言います。 

日本における脳卒中の現状と患者動向 

 脳卒中の患者数は現在約150万人。 

 毎年25万人以上が新たに発症していると推測されています。 

 脳卒中は、がん、心臓病、肺炎に次いで日本における死因の 

 第4位となっています。 



脳卒中の予防に頭部MRIを受けましょう 

 検診の目的 

 近年では高齢者に限らず若い働き盛りの世代でも多くの方が 
脳卒中を発症しています。 
 無症候あるいは未発症の脳および脳血管疾患やその危険因子を
早期発見し、それらの発症あるいは進行を防止しようとする 
ものです。 

 主な発見の対象 

 1.無症候性脳梗塞 2.脳卒中の危険因子 3.未破裂脳動脈瘤 

 4.無症候性頭蓋内および頸部血管閉塞・狭窄   

5.高次脳機能障害 6.その他の機能的、器質的脳疾患 



MRI検査とは? 

MRI (磁気共鳴画像診断装置）検査は、強力な磁石でできた 
機械の中に入り、磁気の力を利用して身体の断面や血管を 
撮影する検査です。 

※次のような方は検査が出来ない場合があります 

✔心臓ペースメーカー 

✔外傷や手術で人工関節や脳動脈クリップなどの金属 

✔妊娠中もしくは妊娠している可能性のある方 

✔閉所恐怖症など狭い場所が苦手な方 

✔刺青をしている方 



MRI検査とは? 

  メガネ  ピアス・イヤリング  ネックレス   ヘアピン 

 腕時計      鍵       入れ歯    

磁気カード   エレキバン   使い捨てカイロ   

携帯電話 

MRI検査室に持ち込めないもの 

コンタクト 



薬剤を使わずに脳の血管が観察できる！ 

 CT検査で血管を描出するには造影剤を使用しますが、 

MRIは薬剤を使わずに、血液の流れを利用して血管を 

描出することが可能です。 



骨粗しょう症 



CMで聞き覚えが？「いつのまにか骨折」 

背中が曲がる、背が縮む、腰が痛いなどの症状は 

骨粗しょう症による骨折のサイン！？ 

健康な骨と骨粗しょう症の骨の違いについて 



骨粗しょう症の治療 

基本は食事・運動・薬物療法の３つです！ 

食事療法 
カルシウムとバランスの良い食事を心がけましょう 



骨粗しょう症の治療 

基本は食事・運動・薬物療法の３つです！ 

運動療法 
バランス運動やストレッチ、ウォーキングをしましょう 



骨粗しょう症の治療 

基本は食事・運動・薬物療法の３つです！ 

薬物療法 
骨粗しょう症が原因で骨折したり、骨の密度が基準値以下の
場合、骨粗しょう症治療薬による治療が必要です。 

• ビスホスホネート薬、カルシトニン薬、抗RANKLモノクローナル抗体 

骨が壊れるのを防ぐ薬（骨吸収抑制剤） 

• 副甲状腺ホルモン薬 

骨を作る薬（骨形成促進剤） 

• カルシウム薬、活性型ビタミンＤ3薬、ビタミンＫ2薬 

そのほかの薬 



定期的に骨密度を測定しましょう 

超音波法 

当院では超音波を使った骨密度測定法です。 

骨密度測定では、かかとに超音波を流して骨密度を測定します。 

かかとの骨は骨密度が最初に落ちやすいことから、 

初期段階での骨密度測定には適しています。 

超音波測定法は人体にまったくの無害で、測定時間も 

5分程度と手軽に検査を受けられます。 



 

 

一度健診を受けてみませんか？ 

あなたの健康を見直して毎日元気に

過ごしましょう！ 


